
 

 

 

海堂尊かいどう・たける（医師・作家、福井県立大学客員教授） 
 

１９６１年千葉県生まれ。１９８８年千葉大学医学部卒業、１９９３

年千葉大学医学部大学院修了。外科専門医、病理専門医を経

て現在は執筆業に専念。放射線医学総合研究所・重粒子医科

学センター病院の病理医時代、医師として死因究明問題にコミ

ットしＡｉ（オートプシー・イメージング＝死亡時画像診断）の概念

を提唱、Ａｉ学会を創設し、社会導入を進める。  

 ２００６年１月「チーム・バチスタの栄光」で第４回「このミステリ

ーがすごい！大賞」を受賞して作家デビュー。同作は映画化、ド

ラマ化され、トリプルミリオンを達成。全ての小説は同一世界観

で統一され、「桜宮サーガ」と呼ばれる。ドラマ化作品も多数で

シリーズ累計１６００万部突破。 

 ２０２６年で作家２０周年を迎え、最新刊は「アルゴリズムの査

証」（宝島社）、１０月に「オレンジカテドラル１９９６」（講談社）

を刊行予定。 

©ホンゴユウジ 

令和８年１１月２８日（土） 
 

午後２時～３時３０分（開場 １時３０分） 
 

フェニックスプラザ 小ホール 

  定員 ３００名（先着順） 

申込 １１月４日（水）午前１０時～ 

申込フォームまたは 

電話、ＦＡＸにて受付します。 

 

 
 

 

福井市立図書館開館５０周年記念講演会 

「作家になるということ」 
―海堂尊、作家デビュー２０周年によせて― 

主催・お申込先・お問合せ先  福井市立図書館（福井市文京２丁目７－７） 

電話： ０７７６－２０－５０００  FAX： ０７７６－２０－５００２ 

申込フォームはこちら 

https://shinsei.e-

fukui.lg.jp/SksJuminWeb/

EntryForm?id=bjY5pThD 

海堂尊 氏 

◆午後２時～ 海堂尊氏講演 
 

◆午後３時～ 角鹿尚計氏講演 
（福井県立大学客員教授） 

          「橋本左内 

－その医学と蘭学－」 
海堂尊氏の作品『蘭医繚乱』 

に登場する橋本左内について 

解説します。 

角鹿尚計 氏 


